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巻

頭

の
~ 

」ー

と

ば

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
理
念
と
実
態
研
究
」
の
研
究
活
動
(
代
表
、
大
木
雅

夫
教
授
、
大
学
院
政
治
政
策
学
研
究
科
長
)
は
、
佳
境
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
研
究
会
は
研
究
成
果
を
す
で
に
公
刊
し
て
お
り
(
『
共
同

研
究
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
理
念
と
実
態
」
研
究
報
告
書
』
二
七

O
頁
、
二

O
O
四
年
)
、
識
者
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。
研
究
の

テ
l
マ
は
時
代
を
尖
鋭
に
表
す
「
多
様
性
と
一
体
性
」
だ
。
研
究
会
は
右
報
告
書
を
公
刊
し
た
の
ち
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

* 

欧
州
連
合

(
E
U
)
は
憲
法
条
約
の
制
定
(
二

O
O四
年
)
や
統
一
通
貨
の
発
行
(
二

O
O
二
年
)
な
ど
進
運
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た

が
、
二

O
O五
年
に
な
っ
て
憲
法
条
約
の
批
准
が
オ
ラ
ン
ダ
と
フ
ラ
ン
ス
で
否
決
さ
れ
、
前
途
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
印
象

づ
け
た
。
ト
ル
コ
の

E
U
加
盟
申
請
は
や
っ
と
受
理
さ
れ
た
け
れ
ど
、
加
盟
が
承
認
さ
れ
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
職
者
に
よ
れ
ば
、

か
り
に
二
、
三

O
年
か
か
っ
た
と
し
て
も
承
認
さ
れ
た
な
ら
上
出
来
と
言
う
べ
き
だ
そ
う
だ
。

ト
ル
コ
の
加
盟
の
問
題
は
、

E
U
が
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
内
に
留
ま
る
の
か
、
外
へ
出
る
の
か
と
い
う
深
遠
に
し
て
興
味
尽
き
な
い

文
化
的
・
歴
史
的
課
題
で
あ
る
。
ト
ル
コ
は
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
の
中
で
政
教
分
離
を
実
施
し
て
い
る
(
従
っ
て
、
西
欧
型
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
諸
原
則
を
受
け
い
れ
や
す
い
)
た
だ
ひ
と
つ
の
国
家
で
あ
る
。

「
文
明
の
衝
突
」
で
は
な
く
、
両
文
明
の
橋
渡
し
を
、
ト
ル
コ
は
果
し
う
る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
他
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
国
民
が
ト
ル
コ
加
盟
に
リ
ラ
ク
タ
ン
ト
な
の
は
、
ト
ル
コ
が
加
盟
し
て
く
る
と
自
分
達
の

老
齢
年
金
が
激
減
す
る
か
ら
だ
、
と
極
め
て
実
際
的
な
理
由
を
あ
げ
る
人
も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
様
性
と
一
体
性
の
問
題
は
冷
静
な

そ
ろ
ば
ん
勘
定
と
熱
い
理
想
・
情
熱
と
の
綱
引
き
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。



-

* 

先
述
の
研
究
報
告
書
の
序
文
の
中
で
、
大
木
雅
夫
教
授
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
計
画
の
足
取
り
を
叙
述
し
て
、
ク
l
デ
ン
ホ
l
フ
・
カ

レ
ル
ギ

I
に
言
及
し
て
お
ら
れ
る
。
彼
以
前
の
統
合
計
画
は
理
想
ま
た
は
夢
に
留
ま
っ
た
が
「
実
際
的
成
果
を
挙
げ
た
の
は
、
ク
l
デ

ン
ホ
l
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た
」
と
教
授
は
評
価
さ
れ
て
い
る
。

E
U
実
現
の
父
と
も
言
う
べ
き
こ
の
人
物
の
知
見
と
と
も
に
、
情
熱
と
人
と
な
り
を
知
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
。
彼
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト

の
母
は
、
日
本
人
で
あ
る
。
『
ミ
ツ
コ
と
七
人
の
子
供
た
ち
』
(
シ
ュ
ミ
ッ
ト
村
木
員
寿
美
著
、
講
談
社
、
二

O
O
一
年
)
に
く
わ
し
い
が
、

古
美
術
商
の
娘
青
山
み
つ
は
東
京
駐
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
交
官
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ク
l
デ
ン
ホ

i
フ
伯
爵
に
見
初
め
ら
れ
て
、
そ
の

妻
と
な
る
。
明
治
二
十
五
年
の
こ
と
だ
。

ク
l
デ
ン
ホ

l
フ
家
は
十
三
世
紀
に
遡
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貴
族
の
名
門
で
、
は
じ
め
オ
ラ
ン
ダ
地
方
に
住
ん
だ
が
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家

に
従
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
移
る
。
み
つ
の
夫
と
な
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
母
マ
リ

i
は
旧
姓
を
カ
レ
ル
ギ
ス
と
い
い
、
そ
の
家
系
は

ギ
リ
シ
ャ
貴
族
で
ロ
シ
ア
宮
廷
に
仕
え
て
い
る
。
こ
う
い
う
わ
け
で
ク

l
デ
ン
ホ

i
フ
・
カ
レ
ル
ギ

l
家
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
シ
ア
の
血
が
流
れ
て
い
る
。

E
U
の
父
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ク

l
デ
ン
ホ

i
フ
・
カ
レ
ル
ギ

l
は
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と
み
つ
の
次
男
と
し
て
東
京
で
生
ま
れ
た
(
一
八

九
四
年
)
。
そ
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
な
家
系
と
、
そ
の
故
に
受
け
た
で
あ
ろ
う
数
度
の
大
戦
に
よ
る
悲
痛
な
経
験
を
通
し
て
、
リ

ヒ
ャ
ル
ト
は
早
く
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
運
動
に
挺
身
す
る
。

受
け
た
恥
辱
を
忍
び
、
相
手
の
過
誤
を
赦
し
、
怨
恨
を
忘
れ
て
和
解
を
つ
く
り
出
す
。
亀
裂
を
縫
合
し
て
、
連
繋
を
生
み
出
す
。
こ

の
高
潔
な
作
業
は
困
難
な
だ
け
に
、
政
治
的
で
あ
り
つ
つ
倫
理
的
で
あ
り
宗
教
的
で
あ
る
だ
ろ
う
。

聖
学
院
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
所
長

倉

義

明


